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６
月
中
旬
か
ら
ホ
タ
ル
の
観
賞
会

が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
新
保
ホ
タ
ル
の
会
」
と
「
中
野

ホ
タ
ル
の
会
」
の
合
同
で
行
わ
れ
た

新
保
地
区
の
観
賞
会
。
地
区
の
子
供

た
ち
も
訪
れ
、
１
０
０
匹
ほ
ど
の
ホ

タ
ル
を
「
飛
ん
で
る
ね
」「
き
れ
い
」

と
歓
声
を
上
げ
て
観
賞
し
て
い
ま
し

た
。

　
中
野
ホ
タ
ル
の
会
は
「
２
０
１
０

年
に
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

が
、
数
年
が
た
ち
、
ホ
タ
ル
が
見
ら

れ
る
地
域
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
」

と
話
し
ま
す
。
中
野
市
で
は
、
畑
の

近
く
の
水
路
や
田
ん
ぼ
で
も
ホ
タ
ル

が
飛
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん

も
身
近
に
い
る
ホ
タ
ル
を
ぜ
ひ
、
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
中
野
市
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
オ
ー
ル
平
岡
」

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
数
年
前
、
平
岡
地
区
に
は
４
つ
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
人
数
不
足
か
ら
そ
の

チ
ー
ム
が
合
併
し
、
オ
ー
ル
平
岡
が
誕
生
。
現

在
は
、
６
年
生
か
ら
２
年
生
ま
で
の
１７
人
の
選

手
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
、
週
３
～
４

回
、
平
岡
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
元
気
良
く
行

っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
の
リ
ー
グ
戦
も
開
会
し
、
練

習
は
一
段
と
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
監

督
や
コ
ー
チ
を
は
じ
め
保
護
者
の
皆
さ
ま
も

指
導
や
応
援
に
情
熱

感
た
っ
ぷ
り
の
雰
囲

気
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　
チ
ー
ム
の
目
標
は

「
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
出
場
と
優
勝
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

編
集
委
員
　
Ｔ
＆
Ｔ

少
年
野
球
チ
ー
ム
「
オ
ー
ル
平
岡
」

１．新保地区
の果樹園近く
の用水路に飛
ぶホタル
２．西条区「ホ
タルの里」に
住むゲンジボ
タル
３．間山区の
篠井川

１

２３
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江
戸
時
代
初
期
の
年
貢
は
籾も

み

な

ど
現
物
で
納
め
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
物
で
の
運

搬
・
保
管
は
大
変
で
、
中
野
村
周

辺
で
は
籾
を
金
に
換
え
て
納
め

る
方
法
（
金
納
）
に
寛
永
１0
年

（
１
６
３
３
年
）
頃
か
ら
変
わ
っ

た
。
そ
う
な
る
と
年
貢
を
換
金
す

る
場
が
必
要
に
な
る
。
年
貢
籾
な

ど
穀
物
を
中
心
に
、
そ
の
地
域
の

特
産
物
を
換
金
す
る
場
と
し
て

「
市い

ち

」
は
大
変
重
要
で
あ
っ
た
。

　
寛
永
１0
年
、
中
野
周
辺
の
村
の

願
望
に
、
中
野
村
知
行
の
河こ

う

の野

（
藤ふ

じ

さ

え

も

ん

左
衛
門
）
が
、
定
期
市
を
設

定
。
そ
れ
に
よ
る
と「
月
の
１
日
、

１１
日
、
2１
日
の
３
回
、
西
町
に
市

を
立
て
る
。
4
日
、
7
日
、
１4
日
、

１７
日
、
24
日
、
2７
日
の
6
回
、
中

町
に
市
を
立
て
る
」。
こ
れ
が
、

西
町
、
中
町
合
わ
せ
て
月
９
回
の

九
斎
市
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
元
禄
６
年
（
１
６
９
３
年
）
頃

の
九
斎
市
の
様
子
を
み
る
と
、
莚む

し
ろ

市
売
買
と
、
内
売
買
の
二
つ
の
商

売
の
形
が
あ
っ
た
。
莚
市
は
路
上

に
莚
を
敷
き
、
商
品
を
並
べ
て
売

買
す
る
形
。
当
時
、
道
の
真
ん
中

に
川
が
流
れ
て
い
た
の
で
、
川
を

背
に
両
側
で
の
商
売
で
あ
ろ
う
。

内
売
買
と
は
常
設
店
舗
内
で
の
商

売
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
市
日
に
は
路
上
や
室

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
商
売
が
な

さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
村
の
様
子

を
記
し
た
明
細
帳
な
ど
に
よ
れ

ば
、
時
代
に
よ
り
多
少
の
差
は
あ

る
が
、
市
日
に
な
る
と
、
中
野
村

や
近
在
の
農
民
は
市
場
商
人
と
な

り
、
塩
、
茶
、
油
、
木
綿
布
、
米

穀
、
材
木
、
女
性
の
農
間
稼
ぎ
の

木
綿
、
紬つ

む
ぎ

織
り
な
ど
市
に
持
参
し

た
。

　
山
付
き
の
村
か
ら
は
材
木
、板
、

薪た
き
ぎ

、
真ま

こ

も菰
、
炭
な
ど
が
米
穀
類
と

交
易
し
て
い
た
。中
野
の「
市
」は
、

中
野
、
山
ノ
内
地
域
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
交
易
の

場
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
編
集
　
松ま

つ
ざ
わ沢

邦く

に

お男

ふ
る
さ
と
の
歴
史

　
中
町
区
は
、
市
役
所
や
中
野
陣
屋

を
含
む
商
店
街
と
住
宅
地
か
ら
な
る

戸
数
約
３
５
０
戸
の
地
域
で
す
。

　
分
館
は
、
分
館
長
と
主
事
の
２
人

を
中
心
に
区
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
得
て
、
自
治
公
民
館
と

し
て
年
間
事
業
計
画
を
立
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
行
事
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関

係
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
の
２
種
目
か
ら
な
る
親
睦
球

技
大
会
を
主
催
。
毎
年
熱
心
な
愛
好

家
約
５0
人
が
参
加
し
、
レ
ベ
ル
の
高

い
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
関
係
は
、
中
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協

力
し
て
祇
園
祭
期
間
中
に
子
供
神
輿

巡
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
町
区
の

小
学
生
が
ほ
ぼ
全
員
参
加
し
、
町
の

中
を
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
声
で

「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
掛
け
声
を
上
げ

て
練
り
歩
き
、
と
て
も
賑
や
か
な
神

輿
巡
行
で
す
。
ま
た
、
夏
に
も
中
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
子
供
夏
祭
り
も

中
野
村

中
町
・
西
町
の
九
斎
市

こ
ん
に
ち
は

分
館

行
い
ま
す
。
陣
屋
前
の
広
場
で
、
分
館

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
た

く
さ
ん
の
屋
台
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

準
備
し
ま
す
。

　
秋
に
な
る
と
、
福
祉
関
係
の
行
事
と

し
て
、
敬
老
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

企
画
運
営
し
ま
す
。
敬
老
会
に
は
多
く

の
出
席
が
あ
り
、
生
バ
ン
ド
で
の
カ
ラ

オ
ケ
や
子
供
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
中
町
の

ダ
ン
ス
愛
好
会
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
毎
年
１
月
に
は
、
陣
屋
前
広
場
に
お

い
て
、
伝
統
行
事
の
道
祖
神
祭
り
を
開

催
。
そ
こ
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ま
が
積

極
的
に
運
営
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
姿

が
見
ら
れ
、
地
域
の
連
帯
を
強
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
さ
ま
が
自
発

的
に
活
動
に
参
加
で
き
る
、
開
か
れ
た

分
館
を
目
指
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
分
館
長
　
井い

も

と本
英ひ

で

き樹
昨年の中町子供神輿の様子

中
町
区


